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マップを作りやすい方法に特化 
本冊子の狙いは、①「マップを作りやすい」➁「マップを作った後にご近所福祉活動がす

ぐに始まるやり方」―に絞ってある。その基本は… 

 

➊各ご近所の意欲のある世話焼きさんと手を組む 

➋世話焼きさんの活動範囲をマップ作りの範囲に 

➌その世話焼きさんたちとマップ作り 

➍課題が出たら即、世話焼きさんたちで取り組む 

➎関係者は世話焼きさんのバックアップ役 
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➊各ご近所の意欲のある世話焼きさんと手を組む 

ご近所の世話焼きさんたち数名とマップ作りをする。その後の活動まで一緒に。世話焼きさんは日常的に問題探しをし

ているし、問題が見つかればすぐに活動を始めるから、マップ作りの後にすぐに活動に入れる。 

➋世話焼きさんの活動範囲をマップ作りの範囲に 

機械的に「５０世帯」と区切るのでなく、世話焼きさんの活動範囲でマップ作りをする。それはご近所（５０世帯）の

一部かもしれないが、初めから５０世帯全体をめざす必要はない。 

➌その世話焼きさんたちとマップ作り 

その世話焼きさんたちと一緒にマップ作りをする。ご近所の各所から満遍なくとか、班長などの肩書のある人も加える

といった配慮はせず、とにかくご近所福祉に意欲のある世話焼きさんだけに集まってもらう。 

➍課題が出たら即、世話焼きさんたちで取り組む 

マップで取り組み課題が出てきたら、すぐさまマップ作りに参加した世話焼きさんたちで活動に入ってもらう。そのご

近所のすべての課題が出てから、などとは考えず、まず見つかった課題から取り組む。 

➎関係者は世話焼きさんのバックアップ役 

民生委員や社会福祉協議会、町内会長などは、バックアップ役として参加し、できるだけ世話焼きさん主導で進める。 

 



 4 

 

 

 

＜第１章＞世話焼きさん主導で助け合いのご近所づくり／５ 

 

＜第２章＞世話焼きさんはどんな人？／９ 

 

＜第３章＞世話焼きさんたちでご近所福祉づくり／２０ 

 

 

 

 

 

 

 

＜目次＞ 



 5 

＜第１章＞ 

世話焼きさん主導で 

 
 

 

 

 

 

 

 

助け合いのご近所づくり 
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⒈地域は３つの圏域からできている？ 

 一般に、地域は下のように３つの圏域からできていると言われる。第１層が市町村で、数万世帯。第２層が校区で、数

千世帯。そして第３層が自治区で、数百世帯（町内会のある圏域）。 

 

 

 

 

⒉福祉関係者は第１層から号令を発している 

福祉関係者は第１層の福祉センターを拠点に、ニーズを推測し、サービスをつくり、担い手を養成し、要援護者に「困

り事があれば福祉センターへ」と言っている。「推進者主導」の福祉である。 

そこでの悩みは－「ニーズが分からない」「担い手が集まらない」「要援護者がやって来ない」。なぜか？ 

 

⒊要援護者は３つの圏域（層）にはいない－彼らは第４層にいた！ 

今の地域福祉では認識されていないが、地域には４つ目の層があった。長年、全国でマップづくりをする中で、住民は

およそ５０世帯でふれあい、助け合っていることが明らかになった。私共はここを「ご近所」と呼んでいる。昔の日本で

第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 
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国郡里という圏域設定がされていたが、その中の「里」も５０世帯だった。 

 

 

 

 

 

⒋助け合いができるのは唯一、ご近所だけだった 

人々は５０世帯が「顔が見える」範囲と認識している。だから、ここなら助け合いができるのだ。４つの層の中で「ご

近所」が唯一、助け合いができる圏域だった。 

 

⒌関係者が存在を認識していない「ご近所」に要援護者がいた。どおりで

「ニーズが見えない」はずだ。 

要援護者はその心身の状況から、ご近所の外に出るのが困難だ。そこで足元の人たちの支援を受けながら、ご近所の中

で自立生活をしている。だからご近所を最高の福祉の場にしてほしいと願っている。要援護者は足元の人たちにいろいろ

支援を求めている。その範囲は極めて狭いことがわかる。 

● 

要援護者 

第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 

第４層 

ご近所 
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⒍ご近所に大小世話焼きさんもいた 

地域で要援護者のお世話をしている世話焼きさんは、顔の見えない第３層以上では活動できないので、主にご近所で活

躍している。意外や、ご近所は大中小の世話焼きさんが活動する、人材の宝庫なのだ。 

 

 

 

 

 

 

⒎要援護者を第一に考えるなら、まず「助け合いのご近所」をつくるべきだ 

今の推進者主導の福祉では、要援護者から最も遠い第１層を拠点にして、そこからニーズを推測しようとしている。そ

してつくったサービスを、要援護者が第１層まで受け取りに来ることを求めている。要援護者主導からかけ離れたやり方

ではないか。対するご近所福祉は、要援護者主導の福祉のシンボルだと言える。 

 

 

● 

世話焼きさん 

● 
第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 

第４層 

ご近所 
● 

要援護者 
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＜第２章＞ 

世話焼きさんはどんな人？ 
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⒈あなたの「世話焼き」度は？ 

 以下の項目で該当するものが多い人が、世話焼きさんだと言える。 

 

➊いつも「困っている人はいないか」と周りを見ている 

➋困っている人がいたら、気になって仕方がない 

➌困っている人を見つけたら、すぐにその人に関わろうとする 

➍相手に頼まれなくても積極的に関わってしまう 

➎いろんな人が私を頼って、助けを求めにくる 

➏人間は誰でも好き。私には嫌いな人がいない 

➐目立たずに人を助けるのが私の流儀だ 

➑役を持たされるのは苦手だ。陰で動いていたい 

➒相手の困り事がよく見える 

➓自身、助けられ上手でもある 
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⒉世話焼きさんはこんな人 

➊「困っている人がいると、気になって食べ物が喉を通らない」 

都内で「世話焼きシンポジウム」を開いた時、パネリストの３人に聞いてみた。「困っている人を見つけると、どうなる

のか？」と。そのとき３人が一致して言ったのが、「その人に関わるまで、気になって食べ物が喉を通らない」だった。 

➋即座に動き出す 

 ある時マップ作りをしていて、世話焼きさんが気付いていなかった要援護者が見つかった。その世話焼きさんは、マッ

プ作りが終わるやいなや、「今からこの人の家に行ってみる」と言って立ち上がった。 

➌要援護者に見込まれる 

 前項のようにすぐに動いてくれるから、要援護者はその人に頼もうとするわけだ。 

➍嫌いな人がいない 

 もともと人の好き嫌いがないと言う。または、好き嫌いで人を区別しない。だから、誰でも助けてしまう。 

➎世話焼きと世話役は違う 

「世話焼き」さんは、人の面倒を見るのが好きな人。「世話役」さんは、いろいろな役を持っている人。 

➏天性の資質で、養成には馴染まない 

 世話焼きさんに聞くと、みんな、その資質は親や祖父母から受け継いだものだと言う。 
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⒊世話焼きさん同士がネットワーク 

 下のマップでは、大型世話焼きさん(左下のＡさん)と中型世話焼きさん（ＢＣＤＥ）がネットワークしている。Ａさん

が日々、ＢＣＤＥの人たちを巡回して「何かあったかい？」と聞いていた。Ａさん自身、足元の人たちの面倒をみている。 
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⒋世話焼きさんはご近所の助け合いの動向をよく知っている 

１つのご近所で人々がどのようにふれあい、助け合っているかを調べたら、次のような事実が出てきた。これらはすべ

て、２人の世話焼きさん（■印のＴさんとＮさん）から得られた情報である。いかに地域をよく見ているかがわかる。 
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⒌超大型世話焼きさんは仕掛人 

 一般に大中小の世話焼きさんは、ご近所内の、自分の足元の要援護者に関わっているが、ネットワークしたり、仕掛け

人的な活動はしない。しかし、中には第３層以上の圏域で活躍している超大型世話焼きさんもいる。 

次のマップでは、超大型世話焼きさん（★印）が、各ご近所にご近所内のニーズが見える人（●）をアンテナ役として

確保し、ニーズを見つけたら連絡してもらうようにしている。そしてそのニーズに自分が関われない場合は、ご近所内の

世話焼きさんに関わってもらう。 
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超大型世話焼きさん 
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⒍世話焼きさんをどうやって探すのか？ 
 

➊１人見つけたら、その人に聞く 

➋世話焼きさんは足元の人を世話している 

➌多くはご近所で活躍している 

➍超大型世話焼きさんは第１、第２、第３層にいる 

➎民生委員は大概知っている 

➏日常的にご近所を歩いている人ならわかる 

➐世話役さんと間違えやすいので注意を 

➑マップを作ればよく見える 

 

➊１人見つけたら、その人に聞く 

 ご近所内の世話焼きさん同士はなんとなくつながっているらしい。互いに狭いご近所内の情報を収集しているから、目

に入らないはずはない。そして場合によっては、柔らかなネットを組んでいる。 
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➋世話焼きさんは足元の人を世話している 

 大型世話焼きさんでも、自分の足元の人たちの面倒をみている場合が多い。そういう視点で見ていけば、複数の要援護

者に関わりの手が入っている範囲には世話焼きさんがいると見ていいのだ。 

 

➌多くはご近所で活躍している 

 大中小の世話焼きさんたちはほとんどご近所内で活躍している。第３層以上では広すぎて、関わりの対象が見えにくい。 

 

➍超大型世話焼きさんは第１、第２、第３層にいる 

 超大型世話焼きさんだけは、第３層以上で活躍している。しかも他の人を動かし、活用することができるので、既に何

らかのグループのリーダーシップをとっていたり、関係機関の長であったりする。探し方を工夫しないと見えにくい。 

 

➎民生委員は大概知っている 

 民生委員は、世話焼きさんからご近所の情報を得ることができるので、数名は確保している民生委員が多い。しかも関

わりの対象を通して、世話焼きさんの存在を知っている。 
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➏日常的にご近所を歩いている人ならわかる 

 いずれにしても、普段から日常的にご近所を歩き回っている人でないと、ご近所のことは分からないし、世話焼きさん

も発見できない。第１層だけで活動している人だと、世話焼きさんの存在自体、認識していないのではないか。 

 

➐世話役さんと間違えやすいので注意を 

一般住民だけでなく福祉関係者でも、「世話焼き」さんと「世話役」さんを混同している人が少なくないが、これを間違

えてしまうとご近所福祉はできない。「世話焼き」さんは困っている人の面倒を見る人で、あまり役は持ちたがらない。

「世話役」と言われる人は何らかの組織で役を持っている人だ。 

 

➑マップを作ればよく見える 

 とにかく一度支え合いマップを作れば、世話焼きさんの存在が浮かび上がってくる。次のマップでは、最下段の■印の

２人が大型世話焼きさんで、それぞれが１０名程の面倒を見ている。中段の左右の■印の２人が中型で、それぞれ５名程

度の面倒を見ている。その他の人（■にはしていないが１人～２人に関わっている人）が小型の世話焼きさんだ。 
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…民生委員 

…世話焼きさん …高齢者一人暮らし 

…高齢者世帯 
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＜第３章＞ 

世話焼きさんたちで 

 

 

 

ご近所福祉づくり 
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⒈まず「ご近所」を特定 

５０世帯のご近所といっても、どこからどこまでを区切ったらいいのか。いくつかの「目安」がある。 

 

➊自治区（町内）がたまたま５０世帯の地区では、 

そこの町内を「ご近所」と見ればいい 

➋数百世帯の自治区で、複数班がまとまっている範囲 

➌そのご近所の大型世話焼きさんの活動範囲 

➍ご近所の世話焼きさんたちがネットを張っている範囲 

➎マップ作りに参加した世話焼きさんたちの活動範囲 
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⒉ご近所の世話焼きさん数名でマップ作り 

マップ作りの目的は、ご近所福祉づくりである。そのご近所福祉を実行する世話焼きさんたちが、マップで出てきた課

題を実行するのだから、その人たちが主役となってマップを作るのが当然と言える。 

⒊マップ作りは２回。１回目にご近所の概要を把握。 

 

 

実際に世話焼きさんたちでマップを作り、出てきた課題に取り組んでいる事例を調べると、２回に分けてマップ作りを

していた。１回目にご近所の概要を把握。２回目に当面実行するテーマを絞り込み、実行の作戦を練るというものだ。 

⒋世話焼きさんが１人か２人でもマップ作りを 

ご近所全体は把握できなくても、特定部分からご近所づくりを始めるのでいい。その後のマップ作りで、他の世話焼き

さんが見つかれば、その人と別の部分を掘り進めればいい。 極端に言えば、取り組みテーマが１つ見つかれば、ま

ずそれに手を付ける。その活動の中で、新しいテーマが見つかるはずだ。 

実行の作戦を練る。 

２回目に当面実行するテーマを絞り込み、 
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